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撒図１　各時期の崩壊発生個数と崩壊地の平均面積

　図２　各年の崩壊地の地形分類ごとの崩壊箇所数による割合

　写真　2004年10月　新潟県中越地震による山古志村
芋川流域の崩壊の状況

図３　芋川流域における４時期の崩壊分布図

　大規模な地震動による影響を受けた斜面は地震後

しばらくたって崩壊に至る現象が発生することがあ

ります。地震後にはそれ以前よりも崩壊が生じやす

い状況が生じ、通常は崩壊が発生しないレベルの降

水量であっても崩壊が発生することがあります。地

震後の斜面は何年くらい崩壊が発生しやすいのか？

どのような場所に多いのか？こうしたことはまだわ

かっていません。そこで、2004年10月23日に発生し

た新潟県中越地震（震度７）発生により、斜面崩壊

が特に多かった新潟県長岡市（旧山古志村）の芋川

流域を調査対象として調べてみました。具体的

には、地震後において空中写真と航空レーザー

測量データを活用し、Arc GIS ver10.4を用いて

地震発生後の二次的崩壊発生斜面の地形的特徴

を中心に検討を行いました。

　芋川は信濃川水系魚野川の支川で、流域面積

は約38 、地質は第三紀層中新世・鮮新世の堆

積岩類で、流域は東山丘陵という過去に地すべ

りが多発した地域にあります。経年の崩壊地分

布図から崩壊が発生した斜面の特徴を検討しま

した。また、現地調査を行い、崩壊地の分布状

況について確認しました。

　その結果、地震時（Ｈ16年）に発生した崩壊1110

個に対して、二次的な崩壊としては、地震翌年（Ｈ

17年）に発生した崩壊866個、2年後（Ｈ18年）に発

生した崩壊1897個、さらに7年後（Ｈ23年７月新潟

・福島豪雨災害時）に発生した崩壊788個にも及ぶ

ことがわかりました。なおこの数には地すべり地は

含んでいません。

　まとめると以下の通りです。

①地震後に発生した二次的な崩壊のほとんどは、地

震から２～３年以内に発生していました。２年後

の翌々年の秋（Ｈ18秋)にほぼ収束していました。

すなわち、地震動により緩みが生じるなど不安定

化した斜面の大半は、その後２～３年程度以内の

間に崩壊に至っていると考えられます。

②二次的な崩壊の規模は地震時の崩壊に比べ小さ

い。

③二次的な崩壊の勾配は地震時の崩壊に比べ緩やか

であった。

③二次的な崩壊は地震時の

崩壊地と隣接して斜面中

腹・下部に拡大するもの

が多かった。

④地震による崩壊の残存し

た不安定土砂が再移動す

るケースも見られまし

た。

⑤芋川流域では地震により

発生した崩壊地と、翌年

の崩壊地は、尾根や遷急

線に分類される凸型斜面

での崩壊地がやや優勢な

点が共通している一方

で、地震から２年後の崩

壊地では、遷緩線や谷な

どの凹型斜面での割合が

やや大きくなっていまし

た。

⑥７年後の降雨による崩壊

は、地震による崩壊とは

別の場所で多く発生しており、地震の影響はあま

り受けていない。

　二次的崩壊は斜面の上部には谷地形や集水地形が

多くみられ、崩壊地の形状が沢地形に沿って斜面下

方に縦長のものが多いことから、崩壊の発生には地

下水の集中が強く関係しているといえます。

　ここで述べた事は、同様の地形・地質の地域には

参考になると思います。今後は、芋川流域において

地震の発生していない斜面との対比や、1995年に発

生した兵庫県南部地震や2016年熊本地震など、他地

域との対比を行っていきたいと考えています。本調

査を進めるに際して、国交省北陸地方整備局湯沢砂

防事務所からはLPデータを提供していただきまし

た。感謝申し上げます。なお本調査は砂防学研究室

の石川丈瑛くん（４月からアジア航測㈱勤務）の卒

論として取り組みました。

※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大学

地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　【訂正】７月８日付８面「いわて防災学教室」で

熊谷誠さんの役職に誤りがありました。正しくは「岩

手大学地域防災研究センター特任助教」です。お詫

びして訂正いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　奥州市は、衣川の市道馬懸・女

石線の女石橋の架け替えを計画

し、今年度から工事に入りたい考

えだ。現橋の老朽化が進んでいる

状況、地元からの要望も受けて実

施するもので、22日には、現橋の

一部撤去、新橋の橋台１基の築造、

橋梁周辺の護岸工を内容とする工

事について入札を予定している。

（関連７面）

　女石橋の新橋は、現橋と同位置

に架け替える。橋長44.2㍍、幅員

5.0㍍で、２径間連続鋼合成床板

Ｈ桁橋の形式となっている。

　今年度の施工は、現橋の下部と

上部のうち左岸側の撤去、新橋の

橋台のうち左岸側の築造工事と橋

梁周辺の護岸工を進める。21年度

には、現橋の右岸側の下部と上部

の撤去、新橋の右岸側の橋台と橋

脚の築造を実施したいとしてい

る。

　22年度には、新橋の上部工と橋

前後の道路部分の拡幅や舗装を進

める。22年度末の工事完了を現段

階で見込んでいる。

　なお、女石橋の現橋は、橋長42

㍍、幅員3.7㍍で、1966年に架け

られた。形式が６径間鋼単純鈑桁

橋となっている。

　状況を見ると、主桁や横桁、支

承に腐食、地覆に浮き、欠損、ひ

び割れが確認されるほか、橋脚基

礎の洗掘なども見られる。現在の

規格にはそぐわない形でもある

上、橋梁を通過する車両には重量

制限が設けられている。

　地元からは、架け替えを求める

要望も出されている。衣川の中心

地からそれほど離れていない位置

に立地し、地域の生活道路として

使われている路線であることも勘

案し、市では架け替えることとし

た。

架け替えを計画する女石橋

　奥州市は、胆沢南都田字広表・

京徳田の広表工業団地について、

21年度までを分譲強化期間と位置

付けている。今年度は、分譲に向

けた基礎調査を進める構え。22日

に基本計画策定業務の入札を予定

している。（関連７面）

　広表工業団地は、1991年に分譲

指定となった工業団地。総面積が

7.5㌶で、一部が分譲済み。残る

分譲可能面積は、東側の3.8㌶、

西側の2.3㌶の計6.1㌶。分譲地は

民間所有で、耕作地の現状となっ

ている。

　工業団地周辺は田園風景が広が

る。電力は日高変電所が最寄りの

変電所で、普通高圧が６㌔ボルト。

通信が光回線、地耐力がＮ値10～

50となっている。用水は上水道10

0立方㍍（日）で、排水は企業内

処理し土地改良区排水路を経由し

て河川へ流すものとなっている。

　立地条件としては、東北主要都

市から２時間以内で、東北自動車

道に７分でアクセス可能。岩手県

南の主要な工業団地へのアクセス

も良好な場所に位置する。ハザー

ドマップの浸水想定区域外のた

め、事業継続に適した場所となっ

ている。

　同工業団地の分譲は、現段階で

１企業。雇用の場の確保や経済の

活性化を図るため残る個所の分譲

を促進したい考え。市では今年度、

地下水の状況や土地の耐力度など

の基礎調査を実施する。

　調査結果を見ながら、同工業団

地についてＰＲし分譲につなげた

いとしている。


